
   

2 6 日 獣 発 第 339 号 

平成 27 年 4 月 1 日 

 

地方獣医師会会長 各 位 

 

 

公益社団法人 日本獣医師会 

会 長  藏 内 勇 夫 

(公印及び契印の押印は省略) 

 

 

今冬の台湾における高病原性鳥インフルエンザの大流行に伴う 
今春以降の高病原性鳥インフルエンザ防疫対策の徹底について 

 
このことについて、平成 27 年 3 月 20 日付け 26 消安第 6555 号をもって、農林水

産省消費･安全局動物衛生課長から別添のとおり通知がありました。貴会関係者に周知

方よろしくお願いいたします。 
このたびの通知は、①我が国では冬鳥が国内に渡来・滞在する 10 月から 5 月まで

の間、本病の発生を警戒すべき期間として監視体制を強化し、モニタリングを実施し

ているが、昨年 4 月中旬に国内での発生が確認されたこと、②本年 1月以降の台湾に

おける本病の大流行を踏まえ、春に南方より渡来して日本で繁殖し、秋に再び南方へ

渡去する夏鳥(ツバメ等)の渡りにより、春先以降も本病ウイルスの国内侵入の可能性

があること、③先日、国内の養鶏農場において、死亡率の上昇を気温の急激な変化に

よる損耗等と判断し、家畜伝染病予防法に基づく都道府県への届出が大幅に遅れた事

例について、今冬、家きんの死亡増加が穏やかであったという所見を踏まえると、万

一本病が発生した際にはまん延につながることから、引き続き緊張感を維持し、本病

への警戒を怠ることのないよう、改めて防疫体制の強化等を図るため、これまでの監

視体制強化の関係通知等で示した事項に留意し、家きん飼養農家を含む畜産関係者等

に対し、海外における発生状況等の情報提供とともに、発生予防対策、早期発見・早

期通報の徹底を指導することにより家きん飼養農場への本病ウイルスの侵入・まん延



   

防止対策に万全を期すよう、都道府県畜産主務部長宛てに通知した旨、了知の上、本

会会員に周知するよう依頼されたものです。   
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